
DAVE™ version 4 –

EtherCATプロジェクト作成手順



このドキュメントについて

› このドキュメントは、”XMC4800  EtherCAT APP SSC Slave Example Getting Started 

V3.0”に沿って、 EtherCAT Slaveのサンプルプロジェクトを
KIT_XMC48_RELAX_ECAT_V1に実装し、PCにInstallしたTwinCAT3を使用して制御
を行う手順を説明するものです。

› DAVE™の概要及びインストール手順についてはドキュメント“DAVE_Introduction_J”を
参照してください。このドキュメントではPCにVersion4.2.2がインストールされている事を
前提としています。
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使用するハードウェア(Kit)について

› このドキュメントで作成するプロジェクトを動作させるターゲットハードウェアとして
KIT_XMC48_RELAX_ECAT_V1を前提としています。
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– KIT_XMC48_RELAX_ECAT_V1 

– https://www.infineon.com/cms/jp/product/
evaluation-
boards/kit_xmc48_relax_ecat_v1/

https://www.infineon.com/cms/jp/product/evaluation-boards/kit_xmc48_relax_ecat_v1/
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環境設定について

› PC側の環境設定として以下2つのソフトウェアをインストールする必要があります。

– TwinCAT3
➢ PCをEtherCAT Master として動作させるためのソフトウェアです。
➢ TwinCAT3をダウンロードするにはBeckhoff社のサイトのアカウントが必要です。

– EtherCAT Slave Stack Code Tool（以降SSC Tool）
➢ KIT_XMC48_RELAX_ECAT_V1 にEtherCAT Slaveのサンプルプロジェクトを実装するに
は、Infineonが提供するプロジェクトファイル（ETHCAT_SSC_XMC48.zip）にEtherCATの
SSC（Slave Stack Code）を組み込む必要があります。

➢ このSSCをEtherCAT Slaveの入出力等の設定に合わせて生成するのが、Beckhoff社の
SSC Toolとなります。

➢ SSC Toolをダウンロードするには、ETG（EtherCAT Technology Group）のサイトの
LoginIDとPasswordが必要となります。
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TwinCAT3インストール

1. ブラウザでBeckhoff社のサイトにアクセスし、TwinCAT3 eXtended Automation 

Engineering (XAE)をダウンロードします。
https://www.beckhoff.com/ja-jp/support/download-finder/software-and-tools/

2. ダウンロードしたzipファイル(TC31-Full-Setup.3.1.4024.20.zip)を展開し、TC31-

FULL-Setup.3.1.4024.20.exeをダブルクリックします。

3. TwinCAT3及び3rd Party SoftwareのLicense agreementはAcceptし、Setup typeは
Completeを選択してInstallを行います。

4. インストールの完了時に再起動を求められるのでYesをクリックします。
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https://www.beckhoff.com/ja-jp/support/download-finder/software-and-tools/


SSC Toolインストール

1. ブラウザでETG(EtherCAT Technology Group)のサイトにアクセスします。
http://www.ethercat.org/memberarea/stack_code.aspx

2. LoginIDとPasswordの入力を行いLoginをクリックします。

3. EtherCAT Vendor IDに0000034E(InfineonのVendorID)を入力してSubmit 

Registrationをクリックします。

4. Personal informationに名前やメールアドレスを入力し、DowmloadのVersionでSSC 

V5.13（or later）を選択しSubmitをクリックします。

5. Beckhoff社よりダウンロードリンクが記載されたメールが届くのでリンクをクリックしてダ
ウンロードします。

6. ダウンロードしたzipファイル(SSC_V5i13.zip)を展開し、 EtherCAT Slave Stack Code 

Tool.exeをクリックしてインストールを行います。
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http://www.ethercat.org/memberarea/stack_code.aspx
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プロジェクトのダウンロード

1. https://www.infineon.com/cms/en/product/promopages/aim-mc/dave_downloads.htmlにブラ
ウザでアクセスします。

2. Keyword Search FilterにEtherCATと入力し、 I Agree with the Statement Aboveを
チェックして、ETHCAT_SSC_XMC48をクリックしてダウンロードします。
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Note: chromeブラウザでは正しくダウンロー
ドできない場合があります。その場合は、
Edge等他のブラウザを使用してください。ま
た、安全にダウンロードできません等の表示が
あった場合は、手動で保存してください。

https://www.infineon.com/cms/en/product/promopages/aim-mc/dave_downloads.html


DAVE™の起動

1. スタートメニュー, タスクバー, ショートカット等を使用してDAVE™を起動します。
2. プロジェクトを格納するワークスペース・フォルダを指定します。

Note:旧版のDAVE™で作成したワークスペース・フォルダは指定しないでください。
Note:フォルダ名、Pathには、マルチバイト文字を使用しないでください。

3. OKをクリックします。
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プロジェクトの新規作成(1/3)

› DAVE™ APPを使用するため、DAVE™ CE(Code Engine) プロジェクトを作成します。
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1. File → Importを選択します。

Note: DAVE IDE以外のパースペク
ティブが選択されている場合は、右上
のDAVE IDEパースペクティブをクリッ
クしてください



プロジェクトの新規作成(2/3)

2. Infineon→DAVE™ Projectを選択します
3. Next をクリックします
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プロジェクトの新規作成(3/3)

4. Browseをクリックしてダウンロードしたプロジェ
クトファイルを選択し、Project Listで
ETHCAT_SSC_XMC48にチェックを入れます。

5. Finishをクリックします。
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› プロジェクトを生成すると自動的にDAVE™ CEパースペクティブ(画面レイアウト)に切り
替わります。

DAVE™ CEパースペクティブ
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Tool Panel Perspective
(画面レイアウト)の切替

Project Explorer
プロジェクト構成
ファイルView

APP Dependency 

Tree
APP依存性ツリーView

APP Config / 

Code editor
DAVE™ APPの設定 / 

コードエディタView

APP Dependency / 

APP Connectivity
APP依存性 / 接続性View



1. Project explorer 内のSSC/XMC_ESC.xlsファイルを右クリックしてOpen 

With→Otherを選択します。
2. External programsを選択し、Microsoft Excel 97-2003 Worksheetを選択して、

Use this edtior for all ‘XMC_ESC.xlsx’ filesとUse it for all ’.xlsx’ fileにチェックを
入れOKをクリックします。

SSCのコンフィグレーション確認(1/2)
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1. Excelで開かれたファイルXMC_ESC.xlsの内容が以下であることを確認します。
– 0x6000からの入力データに16bit整数 x 4, 1bit Boolean x 8が定義されている事
– 0x7000からの出力データに16bit整数 x 4, 1bit Boolean x 8が定義されている事

Note:インターフェイスを定義する方法の詳細については、
SSCツールのEtherCAT_Slave_Design_Quick_Guide.pdfを参照してください

SSCのコンフィグレーション確認(2/2)
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SSC Toolによるコード生成 (1/6)

1. スタートメニューからSSC Toolを起動します。
Note：Check for Updates?の確認ダイアログが表示された場合はYesかNoを選択します。

2. New Projectのダイアログが表示されるので、Customを選択し、Importをクリックします。
Note：ダイアログが表示されない場合、File→Newを選択します。
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SSC Toolによるコード生成 (2/6)

3. Import Configuration filesダイアログが表示されるので、
XMC48_ETHCAT_WS¥ETHCAT_SSC_XMC48¥SSC以下にある
Infineon_XMC_ECAT_SSC_Config.xmlを選択して開く(O)をクリックします。

Note：XMLパーサーを使用するためPCにMicrosoft Excelがインストールされている必要があります。
Note：ExcelのバージョンによってはFailed to add configuration Errorが発生しますが、OKを押して続行します。
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SSC Toolによるコード生成 (3/6)

4. プルダウンリストからInfineon XMC EtherCAT hardware を選択しOKをクリックします。
Note：Infineon XMC EtherCAT Slave sampleを選択しないでください

5. 続行するか尋ねるダイアログが表示されるのでYesをクリックします。
6. Tool → Application → Importを選択します。
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SSC Toolによるコード生成 (4/6)

7. Select an ObjectDictionary fileのダイアログが表示されるので
XMC48_ETHCAT¥ETHCAT_SSC_XMC48¥SSC以下のXML_ESC.xlsxを選択して
開く(O)をクリックします。

8. Import Appricationのダイアログが表示されるのでOKをクリックします。
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SSC Toolによるコード生成 (5/6)

9. Project→Create new Slave Filesを選択します。
10.Current projectをSaveするダイアログが表示されるのでOKをクリックします。
11.XMC48_ETHCAT¥ETHCAT_SSC_XMC48¥SSC以下で保存(S)をクリックして

XMC_ESC.espファイルを保存します。
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SSC Toolによるコード生成 (6/6)

12.Create new Slave Filesのダイアログが表示されるのでStartをクリックします。
13.Create Files Finishedダイアログが表示されるのでOKをクリックします。
14.Create new Slave Filesのダイアログに戻るのでCloseをクリックします。

Note：Source Folderで指定された場所にコードが生成されます。また、ESI Fileで指定された場所に生成された
XMC_ESC.xmlはTwinCAT3(EtherCAT Master）で使用されます。
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生成されたコードcoeappl.cの確認と修正

1. Project explorer 内のETHCAT_SSC_XMC48¥SSC¥Src以下のcoeappl.cをダブル
クリックして生成コードを表示します。

2. sSyncmanagertypeへ代入されている値が{0x04, {0x0201, 0x0403}}であることを確
認し、異なっている場合は修正します。

3. ファイルを保存します。

Copyright © Infineon Technologies AG 2022. All rights reserved. 23



生成されたコードXMC_ESC.cの確認と修正(1/2)

1. Project explorer 内のETHCAT_SSC_XMC48¥SSC¥Src以下のXMC_ESC.cをダブ
ルクリックして生成コードを表示します。

2. APPL_InputMapping()関数内のコードをコメントアウトし、下記のコードを追加します。
memcpy(pData, &(((UINT16 *)&IN_GENERIC0x6000)[1]), SIZEOF(IN_GENERIC0x6000)-2);
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生成されたコードXMC_ESC.cの確認と修正(2/2)

3. APPL_OutputMapping()関数内のコードをコメントアウトし、下記のコードを追加します。
memcpy(&(((UINT16 *)&OUT_GENERIC0x7000)[1]), pData, SIZEOF(OUT_GENERIC0x7000)-2);
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4. APPL_Application()関数直前に下記プロトタイプ宣言を追加し、関数内のコードをコメントア
ウトし、下記のコードを追加します。

void process_app(TOBJ7000 *OUT_GENERIC, TOBJ6000 *IN_GENERIC);
process_app(&OUT_GENERIC0x7000, &IN_GENERIC0x6000);

5. ファイルを保存します。



プロジェクトのビルド

› DAVEに戻りTool PanelのBuild Active projectアイコンをクリックしてプロジェクトを
ビルドします

› ビルド結果はAPP Dependency / APP ConnectivityのConsoleタブで確認できます。
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動作確認
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ターゲットハードウェアの準備

› DAVEを動作させているPCとKIT_XMC48_RELAX_ECAT_V1 をMicro USBで接続し、
DBG LEDが点灯していることを確認します。

› LANケーブル（ストレート）を使用してEtherCAT Slave INとTwinCATがInstallされてい
るPCのLANコネクタに接続します。
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EtherCAT

Slave IN
Micro USB

DBG LED



Debuggerの起動

› Tool PanelのDebugアイコンをクリックしてDebugパースペクティブに移動します。
1. プロジェクトで初めてDebugを行う場合、Debug Configuration生成画面が表示されるので

GDB SEGGER J-Link Debuggingをダブルクリックします。
2. Debugをクリックします。Debugパースペクティブに移動の確認ダイアログが出た場合、

“Remember my decision”をチェックしてYesを選択します。
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Debugパースペクティブ各部説明
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Debugger Action
プログラムの実行/停止

操作アイコン

Debug View
Debugのスレッド情報

表示

Editor View
ソースコードレベルで
の実行位置表示及びブ
レークポイントの設定/

解除

Memory View
メモリーの監視及び変

更

Disassembly View
機械語レベルでの実行

位置表示

Variable View
実行中の変数監視



Slave側の起動

› Debugger Action のResume アイコンをクリックします
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TwinCAT3による動作確認（1/10）
1. スタートメニューからTwinCAT XAE Shellを起動します。
2. ファイル→新規作成→プロジェクトを選択又はスタートページのNew TwinCAT Projectをクリックします。
3. 新しいプロジェクトのダイアログが表示されるので名前と格納場所を指定しＯＫをクリックします。
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TwinCAT3による動作確認（2/10）

4. ソリューションエクスプローラのI/O→デバイスを選択し、右クリックして新しい項目の追
加を選択します。

5. デバイスの挿入ダイアログが表示されるのでEtherCATマスタを選択し、OKをクリックし
ます。
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TwinCAT3による動作確認（3/10）

6. ソリューションエクスプローラに追加されたデバイス１(EtherCAT)をダブルクリックし、
Project1を表示します。

7. Project1のアダプタのタブをクリックし、互換デバイスをクリックします。
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TwinCAT3による動作確認（4/10）

8. Installation of TwinCAT RT-Ethernet Adaptersのダイアログが表示されるので、
Compatible devicesのデバイスを選択しInstallをクリックします。

9. 選択したデバイスがInstalled and ready to use devicesに移動したことを確認してダイ
アログを閉じます。
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TwinCAT3による動作確認（5/10）

10.Project1のアダプタのタブで検索をクリックします。
11.イーサネットアダプタを選択し、OKをクリックします。

Copyright © Infineon Technologies AG 2022. All rights reserved. 36



12. Project1のアダプタのタブで説明の項目が選択したイーサネットアダプタになっていることを
確認します。

13.ソリューションエクスプローラのデバイス１(EtherCAT)を右クリックしてスキャンを選択します。
14. New device type found(XMC_ESC)のダイアログが表示されるので“はい”をクリックします。

TwinCAT3による動作確認（6/10）
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15.Project1のオンラインのタブでボックス１ (XMC_ESC)が追加されている事を確認し、
Send framesの値が加算されていく事を確認します。

16.KIT_XMC48_RELAX_ECAT_V1のRUN LEDが点滅していることを確認します。

TwinCAT3による動作確認（7/10）
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17.ソリューションエクスプローラのボックス1(XMC_ESC)を選択し、Project1ののオンライ
ンのタブで現在の状態がPREOPになっていることを確認します。

18.Free Runボタンをクリックして現在の状態がOPに変わる事、RUN LEDが点滅から点
灯に変わる事ことを確認します。

TwinCAT3による動作確認（8/10）
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19.ソリューションエクスプローラのボックス1(XMC_ESC)以下の
IN_GENERIC→IN_GEN_Bit1を選択し、Project1のオンラインタブをクリックします。

20. KIT_XMC48_RELAX_ECAT_V1のBUTTON1を押す/離すを繰り返し、ボタンの状態
がグラフに反映さえる事を確認します。

TwinCAT3による動作確認（9/10）
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19.ソリューションエクスプローラのボックス1(XMC_ESC)以下の
OUT_GENERIC→OUT_GEN_Bit1を選択し、右クリックしてオンラインライト「1」/オン
ラインライト「0」を選択し、KIT_XMC48_RELAX_ECAT_V1のLED1がオンラインライト
「1」を選択した際に点灯する事を確認します。

TwinCAT3による動作確認（10/10）
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Appendix
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